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● 主な取り組み• 活動 

これまで、社会福祉士養成教育に従事し、社会

福祉に関心のある学生への教育を主に行ってき

ました。 

教育に対する工夫としては、「福祉の仕事は興

味深く、面白い」という点をまず重視しています。

意欲の強い学生に対してはこの段階は必要ない

ものの、学習のモチベーションの低下した学生に

はこの点を徹底的に、かつ支持的に伝えることが

必要となってきます。次の段階では①施設利用者

に対する知識②施設で行われているサービスに

対する知識を最低限押さえさせます。利用者に対

する知識は、彼らが生活を行ううえで何を困難と

しているのかについての知識やコミュニケーシ

ョンのとり方等、施設のサービスについてはどの

ような法令に基づき、何を目的としてどのような

サービスを行っているのかをできる限り事前に

学習させたい。そのような学習を進行させつつ、

実習中に起こるさまざまな出来事を演習形式で

検討していき、実習に備えていくことをいつも考

えています。 

研究としてはこれまで、ホームレスや原発事故

自主避難者等の生活困難者にたいする現状の課

題と政策のあり方に対する研究や地域貢献のた

めの認知症カフェや買い物支援の関連の調査や、

高校福祉科教育法関連の研究を行なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 今後の目標• 抱負 

今後研究を行うことで社会福祉や社会保障の

分野の中で公的扶養制度をどこまで提供すべき

か、私的扶養がある場合のサービス供給量の調整

はどこまで認められるべきかとの議論に材料を

提供することが可能となり、意義が認められると

考える。 

今後の目的 としては、公的扶養と私的扶養の

相互作用を明らかにし、さらに経済的扶養と肉体

的扶養の差異にも着目し、 それぞれの相互作用

を明らかにしていきたい。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

今後、地域の福祉人材の確保や質の向上につな

がる取り組みを進めていきたいと考えています。 

 

● これまでの連携事例• 実績 

近隣の社会福祉協議会や福祉施設の求めに応

じ、研修や計画策定委員等を行なっています。 

 

 

 


